
11 水循環 代表：荒尾繁志

「健全な水循環」 ～恵み豊かな水を子どもたちへ～
●シンポジウム：

●野外体験（予定）

講演 佐倉 保夫氏 （千葉大学理学部地球科学科）
事例発表

（1）｢印旛沼のみためし行動」
三品 圭史氏（千葉県県土整備部）

（2）｢名戸ヶ谷湧水と子どもたち」
篠崎 将氏（名戸ヶ谷ビオトープを育てる会）

(3）｢手繰川協働事業と畔田での市民活動」
小野 由美子氏(さくら･人と自然をつなぐ仲間）

意見交換会 コーディネーター
瀧 和夫氏 （千葉工業大学生命環境科学）

まとめ

日時：5月21日

場所：中央学院大学６号館３Ｆ(635教室)にて

「親子で体験！船に乗って手賀沼の水調べ・生き物探検」

日時：6月12日(日）10:00～15:00

集合場所：手賀沼水の館前 場所:手賀沼周辺

会場写真



１１ まとめ

● 現状

● 結論

．
● 課題

・印旛沼流域で県民・行政が水循環
の 健全化に取り組み始めている

・市民はや谷津田などで汚れた水の
入 り混じった中で活動をしている。

・地域の肩が水循環をよくする
ということに何を望み、何を残す
か。合意を得ること

・ 地下水を以下に保つ

雨水の浸透

潅養域の保全…など

・ 地表に流れる豊かな水辺作り


